
　 当事者支援 人材育成 事業者支援 仕組みづくり 医療・福祉・教育連携 情報収集

医療的ケア児・家族 医療的ケア児コーディネーターほか 相談支援事業所、訪問看護ST 都・区市の役割 病院、訪問看護、福祉施設、特支 先駆的な取組、統計情報
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①集団生活への支援
 （29－1、3、30－1）
②家族のケア負担
（29－3、30－2、31－1）
③養育者の心のケア、障害受容支援
（31－1）
④本人の高齢化（30－1、3）
⑤きょうだい児支援（31－1、3）
⑥災害対策(31－1）

①困難事例へ対応可能な人材育成
（29－1）
②最新医療への対応可能な人材育成
（29、30－1）
③福祉制度に精通する人材確保
 （30－1）
④医ケア児コーディネーターの育成
（29－1、30－3、31－1）

①介護・看護人材の不足
  （29－1、30－2、3）
②職員研修・定着（29－1）
③経営の安定（29－1、30－2、3）
④指導医の確保（30－1、31－1）
⑤相談支援事業所の不足（29－1）

①医療的ケア児の実態把握
 （29－1、31－3）
②個別支援の基盤づくり
 （29－1、2、30－2、3）
③子・親の社会的自立機会の不足
 （29－1、3）
④18歳以降の居場所、成人医療移行
（29、31－1）
⑤社会資源の不足
 （29－1、2、30－１、2、31－
1）

①他職種連携を実現するための水平関
係（29－2、3、30－1、2）
②在宅医と高度医療機関との役割分
担、連携（30－1）

要
検
討

①支援ニーズ（利用者・家族）の把握
②支援における課題把握
③家族や支援者間での連携強化
④家族、介護者のレスパイト
④災害・感染等のリスクへの対応

①求められるスキルの把握
②必要なスキルをもった人材の育成
③定着・キャリアアップの支援

①抱える課題、参入メリデメの分析
②経営ノウハウ、
③
④

①都・区市町村連携の仕組みづくり
②医ケア児、介護者の実態把握
③支援・事業実施のルールづくり
④情報発信の仕組みづくり

①連携阻害要因の把握
②個人情報の共有
③連携ツールの活用

△ × △ 〇 △
★相談体制強化
　→早期の二ーズや課題の把握
★状態ニーズに対応した支援体制構築
　→早期療育、適時適切な支援
★支援者の意識醸成
　→世帯全体を支える意識と連携強化

★OJTノウハウ、講師情報の共有
　→職場内における人材育成の促進
★他事業所職員との合同研修の開催
　→事例検討・グループワーク
★外部研修情報の把握・参加
　→研修参加促進策の検討

★OJTノウハウ、講師情報の提供
　→職場内における人材育成の促進
★人材確保、収益確保の工夫
　→優良事業者のノウハウ共有
★質の高いサービス提供
　→ニーズ把握と支援スキル向上

★区市町村との連携の仕組みづくり
★新規利用者及びニーズを把握する
仕組みづくり
★効果的な医ケア児支援方法の構築

★地域社会資源（関係団体）の把握
　→顔の見える関係づくり
★関係団体との役割分担と連携
　→ケースカンファレンスの開催
★情報共有の仕組みづくり
　→本人同意と情報管理の徹底

　

△ 〇 ★ 〇 ★ 〇
★自治体設置の医ケアコーディネー
　ターの役割と支援
★医ケア児に関する普及啓発
★社会資源等の情報提供
★避難行動要援護者の把握、災害時個
　別支援計画の立案
★在宅要介護者等の受入体制整備事業
　の実施

★自治体独自で行う支援者の研修
　→支援者のスキルアップ、育成
★医ケア児コーディネーターの支援
　体制の検討
　→支援の充実、活動の活性化

★基幹相談支援事業所との連携強化
　→事業所支援の充実
★事業所連絡会の開催
　→情報・意見交換、好事例の紹介
　　ネットワーク化
★医ケアに係る社会資源マップ作成
　→事業者間の連携促進ツールとし
　　て活用

　

× ★ 〇 ★ △ ★
★在宅レスパイト事業
　→家族のレスパイト
★在宅療育支援事業
　→家族支援（相談助言、スキル提供）

★看護師確保対策事業（研修）
　→基礎講座、プロナース研修
　　認定
★医ケア児コーディネーター養成研修
★支援者育成研修

★看護師確保対策事業（人材確保）
　→看護師確保の普及キャンペーン
★医ケア訪看推進モデル事業
　→事業者ネットワーク化、
　　新規参入支援、同行訪問

★先駆的取組の収集・周知
　→国、他県HPなど確認
　　全国会議、大都市会議
　　都内区市から情報収集
★統計データの収集・分析
★各種調査の実施
　→訪問看護に関する調査

課
題

国提言など

東京都における医療的ケア児支援施策の推進に向けた検討体制総括表　（案）　　　　　　　　　　　資料６
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効
果 現場レベルの課題の把握・共有

上記施策で対応が不十分な課題の把握・検討及び国提案

＜都全体の支援体制の検討＞

★都関係部門の連携強化

→役割分担、

★現場、地域レベルとの連携

★自治体の協議の場の設置支援

★在宅療育支援地域連携事業

東京都医ケア児支援関係機関連絡会

区市町村担当者連絡会

＜施策推進する仕組みの検討＞
★都施策の課題把握と改善検討

★対応不十分な課題の検討

★医ケア児総合支援事業の周知

★必要な調査の実施

★事業者参入を促す仕組み検討

→国に対して報酬，助成要望

区市町村におけるケア児支援関係機関連絡会

＜地域での支援体制の検討＞

★庁内関係部門の連携強化

★現場レベルとの連携強化

★都との連携（担当者連絡会他）

★地域の包括的支援体制の検討

＜施策推進する仕組みの検討＞

★現場レベルの課題把握

★区市施策の課題把握と改善検討

★都・国施策の積極的活用の検討

★必要な調査の実施

都への意見要望・課題提起

把握した現場レベルの課題の発信（区市町村・都・国）

地域レベルの課題の把握・共有


